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研究成果の概要：近代文明の発達とともに、野生動植物は存続の危機に瀕しており、種の保護

保全はもとより、種の多様性の確保維持も重要な課題となっている。本研究では、稀少野生動

物の遺伝情報を DNA として抽出、保管し、遺伝資源として広くユーザーが利用できるシステ

ムを構築することによって、稀少動物の遺伝情報の保全および活用を目指した。DNA バンクの

情報整備および全ゲノム増幅の条件設定を行った。また、新たに DNA を抽出し、DNA バンク

をさらに充実させた。さらに DNA バンクについてホームページで広報し、依頼に応じて DNA

の供給を開始した。 
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１．研究開始当初の背景 

国内の動物 DNAバンクは、家畜家禽や実験
動物は存在するが、野生動物については、試
料採集の困難さおよび試料量が限定されて
いるため、多種多量の試料を保存・供給する
システムは存在せず、早急に確立する必要が
あった。 
 

２．研究の目的 

稀少野生動物の遺伝資源の保全および活
用を目指して、遺伝情報を、広くユーザーが

利用できるシステムを構築する。 

３．研究の方法 

稀少野生動物の DNA として抽出、保管し、
各 DNA 試料に関する個体情報（種、採集地、
年齢、性別など）、観察情報（順位、血縁関
係、行動特性など）をデータベース化する。 
全ゲノム増幅の条件検討を行い、恒久的な試
料供給を可能にする。 
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動物園や飼育施設より得られた、鳥類の羽根、
哺乳類の体毛や糞などの試料から、DNA抽出
を行い、霊長目76種5,179個体、イヌ118品種
5,264個体、その他の哺乳綱12種1,350個体、ニ
ワトリ71品種（集団）3,800個体、その他の鳥
綱106種1,014個体などのDNAを得た。これら
の試料の個体情報をさらに充実させるため、
野生チンパンジーでマイクロサテライトを指
標とした血縁解析を行った。また飼育園館の
協力を得てチンパンジーとイルカの性格評定
を行った。脳で発現する10遺伝子の反復配列
の多型解析をイヌとネコで行い、うちイヌは9

遺伝子、ネコは4種類で多型を見出した。また、
DNAバンクについてホームページ
http://www.wrc.kyoto-u.ac.jp/cooperative.htmlで
広報し、依頼に応じて、類人猿のDNA試料の
ゲノム増幅産物を提供した。 
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